
2017 Japan National Team Report ” 国代表”  

報 告 者 氏 名 北原 まつ子 

大 会 名 Optimist World  Championship 2017 

開 催 地 Pattaya Thailand 

大 会 期 間 2017.7.11 ~21 

 帰国後１ヶ月以内に、チームでまとめた上、JODA海外派遣担当までメールにて送付して下さい 

 JODA理事会にて確認の後に、ホームページに公開します 

 記入時の注意点 

1. このレポートは今後海外派遣レースに参加する選手、役員また日本のジュニアのための資料です 

2. なるべく客観的な立場から、詳細に記入して下さい  

3.  大会本部や運営、他国や他国選手また特定の個人を批判するような記述はしないで下さい 

 写真資料について 

1. このレポートを補足する資料として必要です（ 文中に貼り付けて下さい ） 

2. 他国ＯＰ艇を接近して撮影する際には、必ず相手国の選手、コーチの了解をとって下さい 

 

 

開催地域の様子 

バンコク空港から車で2時間弱のリゾート地でした。 

周辺環境はリゾートホテルや高層マンションが多くあり、日本のコンビニなどもありました。

野犬がいるのが気になりましたが、問題はありませんでした。 

開催地のヨットクラブは素晴らしい環境のクラブでした。 

 

宿泊場所 とても素晴らしいホテルで、快適に過ごすことができました。 

朝食の品揃えもとても良く、子供達はしっかりと食べていました。 

 

大会の対応は 

円滑にレースその他行われました。 

 

選手たちの 

 コンディションは？ 

 

とても湿度が高く、蒸し暑かったため、コーチ指導のもと捕食・水分は多く持って海上に出ていました。 

食事は、生野菜、氷など気を付けてはいましたが、腹痛、お腹の調子を崩す選手もいました。 

日本から持って行った薬などで対応をしました。 



 

役員として気をつけた

ことは？ 

 

期間中に会議その他で不在になることがありました。 

ＡＧＭでは、JODA荒川様にご同席、ご指導いただき助けていただきました。役不足に反省しております。 

 

海外の選手を見て感じ

たことは？ 

 

小柄な選手が多かったように思います。 

バース内は各自しっかりと準備、片づけなどができているようにみえました。 

日本の子供達と変わらない様子に見えました。 

 

日本の選手を見て感じ

たことは？ 

 

・日本の選手は世界の子供達と変わらず、元気に楽しんでいました。 

 

・世界の選手との環境の違いを感じました。 

日本での様々 な環境を考えると難しいこともあると思いますが、今後少しでも子供たちにとってより良い

環境を作っていけるといいなと改めて感じました。 

 

Spare day の過ごし方

は？ 

 

チームレース2日目がお休みとなりました。プールなどでゆっくりと過ごしました。 

 

日本チームとして 

の課題 

 

 

 

ＪＯＤＡへの要望 

特にありません 

 

その他  

 

 

  

 

 

    

 

ご協力ありがとうございました         ＪＯＤＡ海外派遣

委員会 



 

  


